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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

5
月
11
日（
月
）～
20
日（
水
）

思
い
や
り
　
ゆ
と
り
は
無
事
故
へ
　
つ
づ
く
道

　
大
型
連
休
を
間
近
に
控
え
、
外
出
す
る
機
会
が
増
え
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
な
く
し
、
楽
し
い
季
節
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

基
本
目
標
◆
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点
◆

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

～
受
益
者
申
告
書
の
提
出
は
、

　
5
月
31
日
ま
で
に
～

　
平
成
27
年
度
に
受
益
者
負
担
金
を
賦
課

す
る
区
域
（
新
た
に
公
共
下
水
道
に
接
続

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
）
は
、
三
迫

二
丁
目
、
三
迫
三
丁
目
、
東
二
丁
目
、
曽

田
地
区
の
各
一
部
で
す
。

　
受
益
者
負
担
金
は
、
そ
の
年
の
賦
課
区

域
内
に
土
地
を
お
持
ち
の
人
な
ど
に
対

し
、
そ
の
土
地
の
面
積
に
応
じ
て
賦
課
さ

れ
ま
す
。

　
上
下
水
道
課
で
は
、
受
益
者
な
ど
を
確

認
す
る
た
め
、
4
月
下
旬
に
受
益
者
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
。
申
告
書
は
、
平
成
27

年
1
月
1
日
現
在
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
に
送

付
し
ま
す
。
土
地
の
所
在
、
地
積
な
ど
を

確
認
の
う
え
、
5
月
31
日
ま
で
に
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
猶
予
・
減
免
の
対
象
と
な
る
土
地
が
あ

れ
ば
「
猶
予
申
請
書
」「
減
免
申
請
書
」

も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
を
5
月
31
日
ま
で
に
提

出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

内
容
に
相
違
な
い
も

の
と
し
て
受
益
者
負

担
金
を
決
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
都
市
整
備
課

　
　
☎
8
2
3
ー
9
6
3
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蕭
8
2
3
ー
9
2
0
3

　

町
内
で
看
板
、
は
り
紙
、

広
告
塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物

を
表
示
・
設
置
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
広
島
県
屋
外

広
告
物
条
例
に
基
づ
き
、
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
表
示
ま
た

は
設
置
で
き
な
い
場
所
や
物

件
、
許
可
申
請
の
必
要
の
な

い
広
告
物
、
広
告
の
大
き
さ

や
高
さ
の
基
準
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

主な屋外広告物の種類
種　類 内　　　　容

平 看 板
木または金属などの耐久性のある材料を使用して作成されたもの
で、土地に立てられ、または建造物その他の物件を利用して取りつ
けられ、広告表示面が板状で、一面または二面（板の両面）に平面
的に表示するもの。

広 告 塔
木または金属などの耐久性のある材料を使用して作成されたもの
で、土地に立てられ、または建造物その他の物件を利用して取りつ
けられ、表示面を含む構造物が角柱および筒形など立体的なもの。

電柱広告 電柱・街灯柱およびアーチ、アーケードの支柱などを利用して表示
するもの。

は り 紙 紙などに印刷または手書きされたもので、建物などにはり付けて表
示するもの。

下
水
道

【耐震診断】
○次の耐震診断について受け付けます
・町の登録を受けた木造住宅耐震診断資格者に依頼して

行うもの
○次の金額を補助します
　　耐震診断に要する費用（税抜）の1/2まで（上限額 

1万5千円）
○添付書類
　　申請する住宅の登記事項証明書、建築確認通知書の

写し、診断費用の見積書の写し、その他必要な書類

○木造住宅耐震診断資格者について
　　平成27年5月1日現在、12名の建築士が登録してい

ます。建設課または町ホームページで確認できます。

○
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
建
物
が
補
助

対
象
で
す

・
町
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
地
階
を

除
く
階
数
が
2
以
下

・
所
有
者
自
ら
が
居
住
す
る
一
戸
建
て

住
宅
、
ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅
（
居

住
部
分
の
面
積
が
延
べ
面
積
の
1
／

2
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

　
※
賃
貸
住
宅
は
除
き
ま
す
。

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
に

着
手
し
た
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
伝

統
工
法
（
主
要
な
柱
の
径
が
14
㎝
以

上
）
の
建
物

・
建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の

○
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
が
申
請
で

き
ま
す

・
町
に
住
民
票
を
置
く
対
象
住
宅
の
所

有
者
で
、
現
に
居
住
し
て
い
る
人

・
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○
申
し
込
み
方
法

　
5
月
11
日（
月
）か
ら
10
月
30
日（
金
）

（
申
し
込
み
先
着
順
）
ま
で
に
建
設
課

（
役
場
2
階
）
で
配
布
す
る
申
請
書
に

添
付
書
類
を
添
え
て
、
建
設
課
へ
（
申

請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
早
期
に
終
了

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
耐
震
診
断
、
ま
た
は
耐
震
改
修
工
事

は
町
か
ら
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受

け
た
後
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
来
年
2
月
29
日（
月
）ま
で
に
完
了
し
、

町
に
実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
や
給
付
を

受
け
て
行
う
診
断
ま
た
は
工
事
の
部

分
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

《算定例》
例①　耐震改修工事費が150万円（税抜）の場合
　1,500,000円×1/3＝500,000円＞400,000円 となり
　補助金の上限額は40万円となります。
例②　耐震改修工事費が100万円（税抜）の場合
　1,000,000円×1/3≒333,000円＜400,000円 となり
　補助金の上限額は33万3千円となります。（千円未満切捨）

地 震 に 強 い
住まいづくりを
支 援 し ま す ！

【耐震改修】
○次のすべてを満たす工事について受け付けます
・建築士事務所に所属する建築士が設計し、工事監理を

行う工事
・耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満の住宅を

1.0以上にする補強工事
・建物の増築を伴わない工事
○次の金額を補助します
　　耐震改修工事に要する費用（税抜）の1/3まで（上

限額 40万円）

○添付書類
　　建物の付近見取図、登記事項証明書、建築確認通知

書の写し、耐震診断結果報告書の写し、耐震改修工事
に関する書類・図面、工事費見積書の写し、設計およ
び工事監理を行う建築士の免許証の写し、建物の外観
写真、その他必要な書類

○注意事項
　　申し込みにあたっては、あらかじめ建築士による耐

震診断が必要ですが、町の補助金を受けたものでなく
ても申し込みできます。

　
平
成
7
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
り
多
く

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
倒
壊
し
た
建
物
の
多
く
は
、
昭
和
56
年

以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。
町
で
は
、
木
造
建

物
の
耐
震
改
修
を
促
進
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
行
う
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
補
助
制
度
は
重
複
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
課
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

　
耐
震
改
修
補
助
事
業

上
下
水
道
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ケ
シ
・
大
麻
栽
培
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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西
部
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健
所　
☎
5
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5
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
ケ
シ
に

は
、植
え
て
は
い
け
な
い
種
類
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
植
え
て
も
よ
い
ケ
シ
は
、
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
オ
ニ
ゲ
シ
、
ア
ザ
ミ

ゲ
シ
な
ど
で
、
全
体
に
毛
が
多
く
生
え
て
い
ま
す
。
反
対
に
、

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
に
は
毛
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
葉
や
茎

は
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お
り
、
茎
は
太
く
、
葉
が
茎
を
巻
き

込
む
よ
う
に
付
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
大
麻
は
、
昔
か
ら
「
ア
サ
」
と
呼
ば
れ
、
繊
維
や
種

子
を
採
る
た
め
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
麻
薬
成

分
を
含
み
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
な
ど
に
悪
用
さ
れ
る
た
め
、
一
般
に

は
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
･

大
麻
を
栽
培
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ケ
シ
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や
、
植
え
て

は
い
け
な
い
ケ
シ
や
大
麻
を
見
か
け
た
と
き
は
、
県
西
部
保
健

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

資
源
物
回
収
状
況

　
空
き
瓶
・
空
き
缶
・
紙
類
・
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
資
源
物
を
毎
月

１
回
、
回
収
し
、
資
源
再
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
資
源
物
の
回
収
量
は
、
合
計
で
約
8
0
0
ト
ン
に

も
な
り
、売
り
払
い
金
額
は
お
よ
そ
1
，4
8
0
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
一
人
ひ
と
り
の
正
し
い
出
し
方
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み

そ
の
も
の
を
減
ら
す
）・
リ
ユ
ー

ス
（
繰
り
返
し
使
う
）
と
合
わ

せ
て
３
Ｒ
運
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

種　別 回収量（kg）
スチール 27,740
アルミ 41,580
ガラス瓶 169,880
ペットボトル 36,830
新聞 232,530
雑誌 111,280
ダンボール 119,740
布類 58,870
牛乳パック 3,580
合　計 802,030 環
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生
活
安
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課
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屋
外
広
告
物
に
つ
い
て


